
スーパーコンピュータの大きな目的の1つは天気予報である。空気の流れという地球上で発生している現象を予測する

ために作られたのだ。今や膨大な数のコンピュータがインターネットによって接続され、地球そのものが巨大なコンピ

ュータになりつつある。今回はそうした話をしてみたい。
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Letter #14 「地球“が”コンピュータ」

U

1976 年に登場したクレイ社の Cray-1というスーパーコン

ピュータは、160MIPS/250MFLOPS※ 1という性能であった。当

時のミニコンピュータであるDEC社のVAX-11/780（1978年登

場）が1MIPSであったのだから、「スーパー」であったのは事実

であろう。しかし、今のパソコンの性能を見てみると、たとえば

インテルの Pentium 4/2.8GHzが 5340MIPS/3479MFLOPSと

いうことなので、Cray-1をはるかにしのぐ性能が利用者の手元

に置かれていることになる。インターネットには、2005年7月の

時点で3億5000万台を超えるノードが接続されているといわれ

ているのだから、これらの計算機を合わせた積算の計算能力は

想像もつかないということになる。

インターネットに接続されているノードの動きを見てみると、

常にフルパワーで処理を行っているのではなく、多くの場合

「暇」な状態となっている。そこで、この暇な状態をかき集めて

有効に利用したらどうなるだろうかという話になるわけだ。こう

したプロジェクトで有名なのが、カリフォルニア大学バークレー

校が進めているSETI@Homeだろう。これは、プエルトリコに設

置されているアレシボ電波望遠鏡で受信したデータを解析し、

地球外生命体の存在を示す証拠を見つけ出そうというプロジェ

クトである。このプロジェクトの面白いところは、データの解析

をするコンピュータとしてインターネットで接続された世界中のコ

ンピュータを利用しているという点だ。特に初期のソフトウェア

では、コンピュータが暇なとき、つまりスクリーンセーバーが動

作しているときに計算処理を行うようになっていたのだ（現在は、

BOINCというシステムを基盤として動作するように移行してい

る）。

SETI@Homeは特定の処理を行う専用のソフトウェアであっ

たが、インターネット中に存在するコンピュータを有効活用すると

いう考え方は、より一般的な目的にも適用することが可能であ

る。たとえば、文書処理をしながら、データベースで検索を行っ

て表計算処理を行っているときに、自分の机の上のコンピュータ

だけでなく、オフィス内の他の使われていないコンピュータの処

理能力も活用できれば、処理がより速くスムーズに進むことにな

る。これが、どの処理がどのコンピュータで行われているのかを

意識することなく自動的に行われるならばどんなに便利であろ

うか?

こうした考え方を地球規模で行おうというプロジェクトがいく

つか始まっている。その1つが、プリンストン大学のラリー・ピー

ターソン教授、カリフォルニア大学バークレー校のデビッド・キュ

ラー教授らが進める「PlanetLabプロジェクト」である。現在世

界中の300以上のサイトが参加し、その上でさまざまな実験を

行っている。日本からもすでに3サイトが運用を開始しており、

10以上のサイトが運用準備を進めている。

世界中に設置されたコンピュータを使えるとはいえ、やっぱり

自分のコンピュータを利用しているのが誰でどんなことをやって

いるのかは知っておきたいものである。PlanetLabプロジェクト

では、そうした機能を提供しながら、単にたくさんの計算機で高

速に処理を行うだけではなく、世界中に散らばったノードがそ

れぞれ近くにある情報を収集して分析するという、インターネッ

トそのものをコンピュータにしようという実験が進められている。

IPv6への対応準備も進められており、今後が楽しみである。

※1：1MIPSは1秒間に100万回の整数演算、1FLOPSは1秒間に1回の
浮動小数点数演算ができることを示す。ここでは当時の資料に基づいて記され
ている数値を取り上げたが、性能についてはさまざまな条件と表記があるた
め、単純に比較できる数値ではないことに留意してほしい。
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SETI@Home

whttp://setiathome.berkeley.edu/
PlanetLabプロジェクト

whttp://www.planet-lab.org/
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